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新
年
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

　
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
長

竹
林
　
義
久

新
し
い
預
金
保
険
制
度
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
度
飼
料
増
産
推
進
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

〜
「
草
地
と
畜
産
経
営
」
に
つ
い
て
〜

石
垣
島
轟
川
流
域
で
行
わ
れ
て
い
る
赤
土
流
出
削
減
の
試
み

「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す

イ
ン
テ
リ
ア
ト
レ
ン
ド
シ
ョ
ー

沖
縄
の
伝
統
的
工
芸
品
を
用
い
た
生
活
文
化
の
提
案

E
T
C
利
用
の
促
進
に
つ
い
て

【
財
務
部
】

【
農
林
水
産
部

】

【
農
林
水
産
部

】

【
経
済
産
業
部

】

【
経
済
産
業
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
財
務
部
】

【
農
林
水
産
部

】

【
経
済
産
業
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
開
発
建
設
部

】

【
運
輸
部
】

第
二
十
回
財
務
行
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

ウ
ッ
デ
ィ
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
開
催
さ
れ
る

「
名
護
市
中
心
市
街
地
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催

第
十
三
回
「
沖
縄
の
道
路
（
み
ち
）
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
を
開
催

や
ん
ば
る
河
川
・
海
岸
の
自
然
再
生
を
推
進

平
成
十
六
年
度
年
末
年
始
の
輸
送
等
に
関
す
る
安
全
総
点
検
の
実
施

【
そ
の
1
】
総
務
部

8
【
そ
の
2
】
運
輸
部

ザトウクジラが沖縄近海にやっ

てくるのは、1月～4月ごろ。温暖

な沖縄で繁殖活動をするためです。

慶良間諸島を中心に、沖縄各地で、

ダイナミックなクジラが目の前

で見られるとあって、近年は自然

保護や動物愛護の高まりととも

に盛んになり、すっかり冬の風物

詩になりました。

平
成
十
七
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

│
内
閣
府
沖
縄
担
当
部
局
の
取
組
み
│

【
内
閣
府
】
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
（
西
暦
二
〇
〇
五
年
）
の
お
正
月
を
清
々
し
い

気
持
ち
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
か
、
初
夢
な
ど
で
想

像
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
は
、
異
常
気
象
や
天
変
地
異
で
、
我
が
国
各
地
に
様
々

な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
年
末
に
は
未
曾
有

の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
に
伴
う
大
津
波
で
地
球
規
模
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　
沖
縄
に
お
い
て
は
、
上
陸
又
は
接
近
し
た
台
風
の
数
が
十
五

個
に
上
り
、
沖
縄
気
象
台
が
観
測
を
始
め
た
昭
和
三
十
年
以
来

最
多
記
録
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
台
風
の
被
害
が
あ
る
の
は
残

念
で
す
が
、
他
方
、
恵
み
の
雨
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
お
り
、

本
土
に
比
べ
そ
の
被
害
の
程
度
が
少
な
い
の
は
、
先
人
の
知
恵

な
ど
が
生
か
さ
れ
、
台
風
対
策
が
万
全
に
近
く
な
っ
て
い
る
か

ら
な
の
で
し
ょ
う
。

　
今
年
は
、
敗
戦
の
時
か
ら
ち
ょ
う
ど
六
十
年
の
節
目
に
当
た

り
ま
す
。
終
戦
生
ま
れ
の
人
が
還
暦
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
激

し
い
受
験
競
争
、
就
職
難
、
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
崩
壊
な

ど
、
戦
後
の
我
が
国
の
大
き
な
流
れ
の
変
化
を
生
ん
で
き
た
ベ

ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
が
今
後
現
役
世
代
か
ら
引
退
し
て
い
く
と
、
労

働
力
不
足
と
と
も
に
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
我

が
国
の
行
く
末
に
つ
い
て
の
議
論
が
更
に
熱
を
帯
び
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
沖
縄
に
と
っ
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
の
本
土
復
帰
以
来

三
十
三
年
目
に
な
り
、
我
が
「
沖
縄
総
合
事
務
局
」
も
そ
れ
と

同
じ
年
齢
を
刻
み
、
青
年
か
ら
壮
年
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な
「
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
」
に
基
づ
く
「
沖
縄
振
興
計
画
」
（
十
年
間
の
計
画
）

の
下
に
策
定
さ
れ
た
三
年
間
の
分
野
別
計
画
も
こ
の
三
月
に
は

期
限
を
迎
え
、
今
後
三
年
間
の
新
た
な
分
野
別
計
画
作
り
が
鋭

意
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
目
標
の
下
に
具
体
的
な
実
施
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
道

筋
が
見
え
て
く
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
我
が
国
が
二
十
一
世
紀
に
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
構
造
改

革
な
ど
様
々
な
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
行
政
の
果
た
す
べ

き
役
割
も
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
高
度
情
報
通
信
社
会
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
行

政
に
対
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
そ
の
「
説
明
責
任
」
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
「
行
政
の
透
明
性
」
の
確
保

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
遺
憾
な
が
ら
、
沖
縄
総
合
事
務
局

に
お
い
て
は
、
昨
年
過
去
の
不
祥
事
が
発
覚
し
ま
し
た
が
、
こ

の
「
行
政
の
透
明
性
」
に
つ
い
て
の
配
慮
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ

て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
我
々
公
務
員
の
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
行
政
の
透
明
性
」
を

確
保
す
る
枠
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
十
月
に
、
弁
護
士
の

方
に
お
願
い
し
て
「
法
令
遵
守
対
応
室
」
を
設
置
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
今
後
「
道
州
制
」
の
あ

り
方
が
更
に
検
討
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ

の
中
で
、
沖
縄
の
置
か
れ
る
べ
き
姿
が
見
え
て
く
る
時
、
我
が

「
沖
縄
総
合
事
務
局
」
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
か
議
論
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
今
与
え
ら
れ
て
い
る
沖
縄
総
合
事
務

局
の
所
掌
事
務
に
従
い
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
き
ち
ん
と

見
据
え
、
粛
々
と
業
務
を
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が
、
取
り
も
直

さ
ず
、
「
沖
縄
総
合
事
務
局
の
存
在
意
義
」
を
高
め
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

�
今
年
一
年
が
、
我
が
国
に
と
っ
て
、
そ
し
て
沖
縄
県
に
と
っ

て
、
実
り
多
い
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
共
に
努
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
沖
縄
総
合

事
務
局
の
業
務
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

内閣府沖縄総合事務局長

竹 林 　 義 久
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自
立
型
経
済
の
構
築
に
向

け
た
産
業
の
振
興

2

雇
用
の
安
定
と
職
業
能
力

の
開
発

3
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
仮

称
）
等
に
よ
る
科
学
技
術
の
振
興

と
国
際
交
流
・
協
力
の
推
進�

(

一)
�

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興

（
二
）�

情
報
通
信
関
連
産
業
の
振
興

（
三
） 

農
林
水
産
業
の
振
興 

○IT新事業創出体制強化事業���

○沖縄電子商取引普及促進事業� ��

○道路における民間事業者も利用可能

　な電線類の地下収容空間の整備� ��

○学校教育における情報化の促進� ��

○IT高度人材育成事業� ��

○離島ブロードバンド環境整備事業（後掲）

………360

………92

……857

……240

………………151

…315

（百万円）
主な事業

○観光産業人材育成事業

○世界遺産周辺整備事業

○観光産業人材育成事業

○沖縄体験滞在交流促進事業

○離島観光振興地域等整備事業

○農業農村整備事業� ��

○森林水産基盤整備事業� ��

○沖縄農業振興費（糖業振興､特殊病害虫対策）� ��

○沖縄における赤土等の発生源対策推進事業� ��

○沖縄における就農支援方策に関する調査� ��

○美ら海の森づくり推進調査���

○おきなわ産天敵昆虫を活用した生物農薬

　実用化支援事業

…………………………25,589

……………………�8,628

…2,998

……195

……10

………………………33

…………………………………27

（百万円）
主な事業

○特別自由貿易地域振興事業���

○沖縄産学官共同研究の推進���

○健康食品品質向上総合対策事業� ��

○工業用水道事業� ��

○沖縄振興開発金融公庫に対する補給金� ��

○ベンチャービジネスサポート事業

………………24

�……………401

…………23

…………………………139

…5,240

…………69

（百万円）

主な事業

○観光産業人材育成事業【1（一）再掲】� �

○IT高度人材育成事業【1（二）再掲】� �

○戦略産業人材育成支援事業��

○沖縄における就農支援方策に関する調査【1（三）再掲】

�……38

�………151

……………38

…10

（百万円）
主な事業 ○観光産業人材育成事業� �

○世界遺産周辺整備事業�

○バリアフリー観光推進事業��

○沖縄体験滞在交流促進事業��

○離島観光振興地域等整備事業（後掲）

………………38

……………488

……………31

………207

…86

（百万円）
主な事業

（
四
）
製
造
業
の
活
性
化
、金
融
業
等
の 

　
　
集
積
促
進
と
新
規
事
業
の
創
出
等 

平成17年度�内閣府沖縄担当部局予算概算決定額
（単位：百万円、％）

事　項

基本的政策企

画立案等経費

沖縄振興開発

事業費等

合　計

28,479

265,002

293,480

29,364

253,957

283,321

885

△11,044

△10,159

103.1

95.8

96.5

平成16年度

予　算　額

平成17年度

概算決定額

対前年度比

増△減額 比　率

内
閣
府
沖
縄
関
係
予
算
の
概
要

平
成
十
七
年
度

　
平
成
十
七
年
度
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置

法
（
平
成
十
四
年
四
月
施
行
）
に
基
づ
い
て

策
定
さ
れ
た
沖
縄
振
興
計
画
（
同
年
七
月
決

定
）
の
四
年
目
に
当
た
る
と
と
も
に
、
同
法

に
定
め
る
四
つ
の
分
野
別
計
画
（
観
光
振
興

計
画
、
情
報
通
信
産
業
振
興
計
画
、
農
林
水

産
業
振
興
計
画
、
職
業
安
定
計
画
）
の
第
二

次
計
画
初
年
度
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
自
立

型
経
済
の
構
築
、
離
島
の
活
性
化
等
に
向
け

て
、
よ
り
一
層
効
果
的
な
施
策
の
推
進
を
図

る
こ
と
と
し
、
産
業
・
科
学
技
術
振
興
に
関

す
る
施
策
を
は
じ
め
、

｢

一
島
一
物
語｣

と
の

考
え
方
の
も
と
、
島
の
魅
力
が
最
大
限
活
き

る
よ
う
な
施
策
・
事
業
等
を
、
以
下
の
と
お
り

重
点
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て
は
、
交

付
金
化
さ
れ
る
補
助
金
に
つ
い
て
一
括
計
上

方
式
を
継
続
す
る
ほ
か
、
廃
止
さ
れ
る
こ
と

と
さ
れ
た
補
助
金
に
関
し
て
沖
縄
振
興
特
別

交
付
金
（
仮
称
）
を
創
設
す
る
な
ど
、
沖
縄

振
興
計
画
の
推
進
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
内
閣
府
に
お
け

る
沖
縄
関
係
の
平
成
十
七
年
度
の
概
算
決
定

額
は
、
二
千
八
百
三
十
三
億
二
千
百
万
円
（
対

前
年
度
比
九
十
六
・
五
％
）
、
う
ち
基
本
的
政

策
企
画
立
案
等
経
費
が
二
百
九
十
三
億
六
千

四
百
万
円
（
対
前
年
度
比
一
〇
三
・
一
％
）
、

沖
縄
振
興
開
発
事
業
費
等
が
二
千
五
百
三
十

九
億
五
千
七
百
万
円
（
対
前
年
度
比
九
十
五
・

八
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
度
予
算
等
の
主
な
ポ
イ
ン

ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　　
沖
縄
の
優
位
性
や
地
域
特
性
を
生
か
し

た
産
業
振
興
に
よ
る
自
立
型
経
済
の
構
築

に
向
け
た
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　　
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
通
年
・
滞
在

型
の
質
の
高
い
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成

に
向
け
、
沖
縄
県
観
光
振
興
計
画
に
沿
っ

た
施
策
の
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

　
国
際
的
な
質
の
高
い
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目

指
し
て
、
観
光
人
材
の
育
成
等
の
施
策
を

引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
離
島
に
お
け

る
観
光
地
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

�
�

�ま
た
、
沖
縄
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、

文
化
等
を
生
か
し
て
、
世
界
遺
産
の
周
辺

整
備
や
体
験
滞
在
交
流
の
促
進
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
観
光
の
推
進
等
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
継
続
し
て
実
施

す
る
ほ
か
、
沖
縄
の
景
観
に
十
分
配
慮
し

た
社
会
資
本
整
備
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
沖
縄
型
特
定
免
税
店
の
空
港
外
展
開
や

世
界
的
規
模

を
誇
る
国
営

沖
縄
記
念
公

園
海
洋
博
覧

会
地
区
沖
縄

美
ら
海
水
族
館
、

世
界
遺
産
を

有
す
る
首
里

城
地
区
に
つ

い
て
は
、
観

光
拠
点
と
し

て
の
活
用
を

図
り
ま
す
。

�

　
沖
縄
の
新
た
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て

期
待
さ
れ
る
情
報
通
信
関
連
産
業
の
一
層
の
発

展
に
向
け
、
沖
縄
県
情
報
通
信
産
業
振
興
計
画

に
沿
っ
た
施
策
の
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

　
情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
制
度
や
情
報
通
信

産
業
特
別
地
区
制
度
等
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｔ
分
野
に
お
け
る
新
事
業
創
出
体
制
の
強
化

を
図
り
、
新
た
な
企
業
の
立
地
・
集
積
を
促
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
電
子
商
取
引
の
普
及
促
進
の
た
め
、

戦
略
的
な
電
子
商
取
引
の
先
進
事
例
と
な
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
事
業
を
引
き
続
き
実

施
す
る
と
と
も
に
、
高
度
な
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成

に
引
き
続
き
積
極
的
に
取
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

離
島
に
お
け
る
情
報
格
差
の
是
正
等
を
図
り
ま

す
。

　　
亜
熱
帯
性
気
候
等
の
地
域
特
性
を
生
か

し
た
活
力
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興
に
向

け
て
、
沖
縄
県
農
林
水
産
業
振
興
計
画
に

沿
っ
た
施
策
の
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

　
特
に
亜
熱
帯
・
島
し
ょ
性
の
地
域
特
性
に

適
合
す
る
農
林
水
産
業
の
生
産
基
盤
の
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
基
幹
作
目
で

あ
る
さ
と
う
き
び
に
係
る
糖
業
の
振
興
と

ウ
リ
ミ
バ
エ
等
の
特
殊
病
害
虫
の
対
策
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
農
業
の
就
農
支
援
方
策
を

検
討
す
る
た
め
の
調
査
、
沖
縄
海
域
に
最

適
な
海
草
・
海
藻
の
造
成
手
法
を
開
発
す
る

た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
赤
土
発
生
源
対
策
な
ど
環
境

と
調
和
し
た
持
続
型
農
林
水
産
業
を
振
興

す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
天
敵
昆
虫
を
生

物
農
薬
と
し
て
実
用
化
す
る
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

�

　
特
別
自
由
貿
易
地
域
へ
の
更
な
る
企
業
立
地
、

集
積
へ
向
け
た
対
応
策
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
金
融
業
務
特
別
地
区
制
度
等
も
活
用

し
、
名
護
市
へ
の
金
融
業
等
の
集
積
を
支
援
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
・
バ
イ
オ
等
の
分
野
に
お
け

る
研
究
開
発
力
の
向
上
や
そ
の
成
果
を
活
用

し
た
新
規
産
業
の
創
出
、
地
場
産
業
の
振
興
等

を
図
る
た
め
、
沖
縄
産
学
官
共
同
研
究
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
特
に
発
展
可
能
性
の
高
い
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
開
発
事
業
に
対

し
て
さ
ら
な
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
健
康
食
品

産
業
の
競
争
力
向
上
に
向
け
て
、
引
き
続
き
総

合
的
な
品
質
向
上
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
産
業
基
盤
の
整
備
、
中
小
企
業
支
援
、
新
規

事
業
の
創
出
等
の
た
め
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融

公
庫
の
融
資
・
出
資
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、
新
た
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
実
施
し
ま
す
。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

�
�　

雇
用
の
促
進
や
職
業
能
力
の
開
発
等
に

向
け
て
、
沖
縄
県
職
業
安
定
計
画
に
沿
っ

た
施
策
の
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

　
情
報
通
信
関
連
産
業
等
の
重
点
産
業
分

野
に
お
い
て
、
雇
用
の
創
出
と
人
材
育
成

を
一
体
的
に
行

う
戦
略
産
業
人

材
育
成
支
援
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
分
野
に

お
い
て
は
、
就

農
を
促
進
し
就

業
機
会
の
創
出

を
図
る
た
め
、

就
農
支
援
方
策

に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
す
。

 

　
世
界
に
開
か
れ
た
最
高
水
準
の
教
育
・
研
究
を

行
う
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
仮
称
）
設
立
構

想
の
着
実
な
推
進
の
た
め
、
本
構
想
を
推
進
す
る

主
体
と
し
て
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究

基
盤
整
備
機
構
（
仮
称
）
を
設
立
し
、
研
究
事
業
、
施

設
整
備
の
推
進
等
、
構
想
の
実
現
に
向
け
た
取
組

を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、
平
成
十
六
年
度
に
引
き
続

き
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
産
学
官
共
同
研
究
の
推
進
の
ほ
か
、

国
内
外
の
大
学
や
研
究
所
へ
の
派
遣
に
よ
る
研
究

者
・
専
門
家
育
成
に
対
す
る
支
援
、
亜
熱
帯
特
性
を

活
用
し
た
科
学
技
術
研
究
の
推
進
、
発
展
可
能
性

の
高
い
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
開
発
事
業

に
対
す
る
支
援
な
ど
に
よ
り
、
科
学
技
術
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

�
�

国
際
交
流
拠
点
を
支
え
る
基
盤
整
備
の
観
点
か

ら
、
那
覇
空
港
の
整
備
を
は
じ
め
、
那
覇
港
等
の
整

備
を
進
め
ま
す
。
引
き
続
き
国
際
会
議
等
の
沖
縄

開
催
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
際
交

流
拠
点
形
成
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き

国
連
機
関
の
誘
致
等
に
係
る
検
討
を
進
め
ま
す
。

農林水産業の振興

新大学院大学国際ワークショップ（大学院大学）
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4

環
境
共
生
型
社
会
と
高
度

情
報
通
信
社
会
の
形
成

5

健
康
福
祉
社
会
の
実
現
と

安
全
・
安
心
な
生
活
の
確
保

6

多
様
な
人
材
の
育
成
と

文
化
の
振
興

8

離
島
・
過
疎
地
域
の
活
性
化

な
ど
均
衡
の
と
れ
た
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り

9

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
・

返
還
等
に
係
る
取
組

7

持
続
的
発
展
を
支
え
る

基
盤
づ
く
り

○沖縄保健衛生施設整備費� �

○沖縄保健衛生諸費� �

○バリアフリー観光推進事業【1（一）再掲】� �

○沖縄不発弾等対策事業� �

○対馬丸遭難学童遺族給付� �

○対馬丸平和祈念事業� �

○位置境界明確化事業� �

○沖縄戦関係資料閲覧室事業��

○沖縄振興特別交付金（仮称）

…………1,190

�…………………275

�…31

………………456

……………65

�……………………6

…………………14

…………19

…………30

（百万円）
主な事業

（百万円）主な事業

○沖縄新大学院大学関連経費

○沖縄産学官共同研究の推進【1（四）再掲】

○戦略的研究者・専門家育成支援事業

○亜熱帯特性研究推進事業

○港湾空港整備事業

……………………5,139

�…………401

………………19

……………………………86

………………………………30,664

（百万円）
主な事業

……………………10,388

…240

…38

………………………362

………38

……151

………30

○公立学校整備事業� �

○学校教育における情報化の促進【1（二）、4再掲】�

○観光産業人材育成事業【1（一）、2再掲】

○田園空間整備事業� �

○戦略産業人材育成支援事業（2再掲）� �

○IT高度人材育成事業【1（二）、2再掲】

○沖縄振興特別交付金（仮称）（5再掲）

（百万円）主な事業

（百万円）

主な事業

………………5,000

…5,000

…………………………64

……………………220

…………7,807

○沖縄北部特別振興対策事業費（非公共）

○沖縄北部特別振興対策特定開発事業推進費（公共）

○駐留軍用地跡地利用対策関連経費

○大規模駐留軍用地跡地等利用推進費

○沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費

新石垣空港（完成予想図）

沖縄離島（美ら島）活性化特別事業

（那覇市・南風原町ごみ処理施設事務組合埋立処分地浸出水処理施設整備事業（新規）を含む）

（百万円）
主な事業

（那覇市・南風原町ごみ処理施設事務組合埋立処分地浸出水処理施設整備事業（新規）含む）

○沖縄における赤土等の発生源対策推進事業【1（3）再掲】���

○治山治水事業���

○住宅都市環境整備事業���

○下水道水道廃棄物等事業���

○道路における民間事業者も利用可能な

　電線類の地下収容空間の整備【1（二）再掲】���

○学校教育における情報化の促進【1（二）再掲】

……195

…………………………………………………14,430

………………………………………20,782

……………………………………44,454

�

……………………857

…………………240

（百万円）主な事業

○沖縄特別振興対策調整費等（非公共）� �

○沖縄特別振興対策特定開発事業費（公共）� �

○沖縄離島（美ら島）活性化特別事業��

○離島ブロードバンド環境整備事業

○沖縄体験滞在交流促進事業【1（一）再掲】　

……………………5,000

………………5,000

…………………………401

……………………………315

…………207の内数

●離島活性化人材育成・専門科派遣事業

●安心して住める離島のための基本調査

●離島地域資源活用・産業育成モデル事業

●離島観光振興地域等整備事業

………………………51

………………………53

……………………211

…………………………………86

�
�　　

沖
縄
の
貴
重
な
美
し
い
自
然
環
境
を
保

全
す
る
た
め
、
赤
土
等
の
流
出
防
止
、
環

境
に
配
慮
し
た
公
共
事
業
の
実
施
等
に
努

め
る
と
と
も
に
、
緑
化
に
よ
る
潤
い
の
あ

る
空
間
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
快
適
で
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生

活
空
間
の
創
出
を
図
る
た
め
、
上
水
道
、

下
水
道
、
公
園
・
緑
地
、
住
宅
等
の
生
活

環
境
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。

　
高
度
情
報
通
信
社
会
の
実
現
に
向
け
、

道
路
に
お
け
る
民
間
事
業
者
も
利
用
可
能

な
電
線
類
の
地
下
収
容
空
間
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
産
業
の
高
度
化
や
技
術

革
新
等
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
を
図
る

た
め
、
学
校
教
育
の
情
報
化
を
促
進
し
ま
す
。

�
�　　

県
民
一
人
一
人
が
健
康
で
安
心
し
て
生

活
が
送
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
保
健
医

療
施
設
等
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

保
健
衛
生
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

特
に
、
県
民
の
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

図
る
た
め
、
高
度
・
多
機
能
病
院
（
仮
称
）

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
縄
の
特
殊
事
情
に
伴
う
特
別

対
策
と
し
て
、
不
発
弾
等
対
策
事
業
や
対

馬
丸
関
連
事
業
等
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　　
広
大
な
海
域
に
多
く
の
離
島
が
散
在
す

る
沖
縄
に
と
っ
て
県
民
生
活
の
安
定
や
産

業
の
振
興
を
図
る
上
で
重
要
な
空
港
、
港

湾
、
道
路
等
の
交
通
体
系
の
整
備
を
は
じ

め
、
河
川
の
整
備
、
水
資
源
の
開
発
、
生

活
環
境
基
盤
の
整
備
な
ど
各
種
の
基
盤
整

備
を
沖
縄
の
景
観
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
戦

略
的
、
重
点
的
に
進
め
、
活
力
あ
る
地
域

と
し
て
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
基
盤
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
道
路
交
通
の
円
滑
化
や
安
全
性
の
確
保

を
図
る
た
め
、
交
通
基
盤
整
備
、
交
差
点

改
良
、
公
共
交
通
の
有
効
活
用
策
の
実
施

等
、
総
合
的
な
取
組
を
行
う
ほ
か
、
防
災

対
策
と
し
て
も
有
効
な
電
線
類
の
地
下
収

容
空
間
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
沖
縄
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
課
題
に
的
確
に
対

応
し
、
均
衡
の
と
れ
た
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
沖
縄
振
興
計
画
の
圏
域
別

計
画
に
基
づ
き
、
均
衡
あ
る
地
域
の
発
展

に
留
意
し
つ
つ
、
各
般
の
施
策
の
具
体

化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
産
業

振
興
等
を
図
る
べ
く
沖
縄
振
興
の
た
め

の
特
別
の
予
算
措
置
を
継
続
し
ま
す
。

�
�

特
に
、
離
島
の
活
性
化
は
、
沖
縄
の

振
興
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
島
の
歴
史
や
特
色
を

活
か
し
た
「
一
島
一
物
語
」
と
い
っ
た

考
え
方
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
の

持
つ
魅
力
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う

な
取
組
等
を
促
進
す
る
ほ
か
、
離
島
・

過
疎
地
域
に
お
け
る
港
湾
、
空
港
、
離

島
架
橋
、
下
水
道
等
の
整
備
を
は
じ
め
、

生
産
基
盤
の
整
備
、
保
健
医
療
の
確
保

と
福
祉
の
向
上
、
教
育
の
充
実
、
生
活

環
境
基
盤
の
整
備
等
を
進
め
ま
す
。

　　
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
施
設
・
区
域
の
整

理
・
統
合
・
縮
小
に
つ
い
て
、
「
沖
縄
に
関

す
る
特
別
行
動
委
員
会
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
）
」
最

終
報
告
の
着
実
な
実
施
を
図
り
ま
す
。
特

に
、
「
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
係
る
政
府

方
針
」
（
平
成
十
一
年
十
二
月
閣
議
決
定
）

に
従
い
、
普
天
間
飛
行
場
の
早
期
移
設
・

返
還
の
実
現
に
向
け
、
沖
縄
県
及
び
地
元

地
方
公
共
団
体
と
十
分
な
協
議
を
行
い
つ

つ
、
「
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
の
基
本
計

画
」
（
平
成
十
四
年
七
月
）
の
着
実
な
実
施

に
取
組
む
と
と
も
に
、
沖
縄
県
及
び
地
元

地
方
公
共
団
体
と
の
間
の
各
種
協
議
会
等

を
中
心
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
伴

う
移
設
先
及
び
周
辺
地
域
の
振
興
、
沖
縄

県
北
部
地
域
の
振
興
並
び
に
駐
留
軍
用
地

跡
地
利
用
の
促
進
及
び
円
滑
化
等
を
図
り

ま
す
。

　
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
利
用
の
促
進
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
及
び
関
係
市
町
村
の
密

接
な
連
携
の
下
、
大
規
模
跡
地
及
び
そ
の

他
の
整
備
予
定
跡
地
に
つ
い
て
、
跡
地
利

用
計
画
の
策
定
及
び
そ
の
具
体
化
に
向
け

て
取
組
み
ま
す
。

�
�

米
軍
基
地
所
在
市
町
村
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、
沖
縄
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活

性
化
特
別
事
業
を
引
き
続
き
鋭
意
実
施
し

ま
す
。

　
人
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
初
等
中
等
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
老
朽
校
舎
の
改
築

や
学
校
教
育
の
情
報
化
等
を
促
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
沖
縄
に
お
け
る
今
後
の
産
業
振

興
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
産

業
、
情
報
産
業
、
金
融
業
、
地
方
行
政
を
担
う

人
材
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

○治山治水事業（4再掲）���

○港湾空港整備事業（3再掲）（新石垣空港整備事業（新規）を含む）���

○道路整備事業���

○総合的交通円滑化対策の推進

○道路における民間事業者も利用可能な電線類の地下収容空間の整備【1（二）、4再掲】

○住宅都市環境整備事業（4再掲）���

○下水道水道廃棄物等事業（4再掲）

　

○農業農村整備事業【1（三）再掲】�

○森林水産基盤整備事業【1（三）再掲】���

○公立学校整備事業（6再掲）���

○学校教育における情報化の促進【1（2）、4、6再掲】���

○沖縄保健衛生施設整備費（5再掲）���

○沖縄特定開発事業推進調査費

………………………………………………………………14,430

…………………30,664

…………………………………………………………………………82,103

………………………………………………94,725の内数

………857

………………………………………………………20,782

……………………………………………………44,454

……………………………………………………25,589

…………………………………………………8,628

…………………………………………………………10,388

……………………………………240

……………………………………………………1,190

……………………………………………………………55
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沖縄において成功が見込まれる優れたビジネスモデルを全国公募を通じて発掘し、事業化に結び

付けていく販路開拓や研究開発を支援するインキュベーションを集中的に実施する。

沖縄は就業機会が乏しく、若者を中心にして失業率が高い反面、農業の分野では新規就農状況が

極めて悪いことから｢沖縄における就農支援方策に関する調査｣を実施する。

水産物の産卵・育成の場となる藻場を保全・創造するため、沖縄海域に最適な藻場の造成手法を

開発する。

沖縄において研究基盤の整備等を行う法人（独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構（仮称））

を設立し、研究事業、施設整備を推進する等、設立構想の実現に向けたより一層の取組を行う｡

人材の育成や専門家の派遣など島の基礎的な基盤の充実、各島の主体的な取組に対する支援を行

うモデル事業及び離島における観光客の利便性向上のための事業を実施する｡

沖縄の離島地区における情報格差を是正するため、ADSL等の導入によりブロードバンド環境を整

備する｡

ベンチャービジネス
サポート事業

沖縄における就農支
援方策に関する調査

美ら海の森づくり
推進調査

沖縄新大学院大学
関連経費

沖縄離島（美ら島）
活性化特別事業

離島ブロードバンド
環境整備事業

■平成17年度��予算新規事業一覧

■平成17年度��内閣府沖縄担当部局予算概算決定額

事　　　　　項 事　　　　　項
比　率増△減額

対前年度比

【沖縄振興開発事業費等の内訳】

■平成17年度��内閣府沖縄担当部局予算概算決定額

【基本的政策企画立案等経費の内訳】

平成17年度の公共投資

完成予定・新規事業一覧

事　業　名 概　　　　要

久米島

久米島町

慶良間群島

渡嘉敷村

座間味島

阿嘉島

慶留間島

外地島
久場島

屋嘉比島

前島座間味村

粟国島
伊江島

粟国村

渡名喜村

瀬底島

屋我地島

古宇利島

水納島

大東島

南大東村

北大東村

伊平屋島

伊是名島

伊平屋村

伊是名村

宮古島

多良間島伊良部島

平良市

城辺町下地町
上野村

来間島

下地島

池間島

伊良部町

多良間村

石垣島

西表島

石垣市

竹富島

小浜島

鳩間島

黒島新城島

竹富町

竹富町

与那国島

久高島

波照間島

与那国町

那覇市

具志川市

石川市

宜野湾市

浦添市

名護市

糸満市

沖縄市

国頭村

大宜味村

東村

今帰仁村

本部町

恩納村 宜野座村

金武町

伊江村

与那城町

津堅島

浜比嘉島

平安座島

伊計島

勝連町

読谷村

嘉手納町

北谷町

北中城村

西原町

中城村

豊見城市

東風平町

具志頭村

玉城村
知念村

佐敷町

与那原町

大里村

南風原町

1��

2��

　（1）

　（2）

　（3）

　（4）

　（5）

　（6）

　（7）

　（8）

　（9）

3��

　（1）

　（2）

4��普天間飛行場等駐留軍用地跡地利用推進関係経費

　（1）

　（2）

5

6

7

8

28,479

100

4,591

400

39

20

511

23

300

2,396

0

902

0

0

0

285

65

220

8,073

5,000

5,000

6,172

29,364

100

5,898

401

38

19

24

23

360

4,137

69

828

716

401

315

284

64

220

7,807

5,000

5,000

6,131

885

0

1,307

1

△1

△1

△487

0

59

1,741

69

△75

716

401

315

0

0

0

△266

0

0

△41

103.1

100.0

128.5

100.2

97.0

97.3

4.7

99.8

119.7

172.7

皆　増

91.7

皆　増

皆　増

皆　増

99.9

99.5

100.0

96.7

100.0

100.0

99.3

平成16年度
予　算　額

平成17年度
概算決定額比　率増△減額

対前年度比平成16年度
予　算　額

平成17年度
概算決定額

265,002

258,562

241,354

12,381

505

1,294

3,028

0

601

484

79

6

14

19

618

255

93

194

0

0

76

5,240

253,957

247,797

231,705

10,628

1,002

1,464

2,998

30

559

456

65

6

14

19

531

207

86

195

10

33

0

5,240

△11,044

△10,765

△9,649

△1,753

497

171

△30

30

△43

△28

△14

0

0

0

△88

△48

△7

0

10

33

△76

0

95.8

95.8

96.0

85.8

198.4

113.2

99.0

皆　増

92.9

94.1

82.4

98.5

100.0

99.7

85.8

81.2

92.6

100.2

皆　増

皆　増

皆　減

100.0

公 共 事 業 関 係 費

沖 縄 教 育 ・ 文 化 振 興 事 業 費

沖 縄 新 大 学 院 大 学 施 設 整 備 費

沖 縄 保 健 衛 生 等 対 策 諸 費

沖 縄 農 業 振 興 費

不 発 弾 等 対 策 経 費

対 馬 丸 遭 難 学 童 遺 族 給 付 経 費

対 馬 丸 平 和 祈 念 事 業 経 費

位 置 境 界 明 確 化 経 費

沖 縄 戦 関 係 資 料 閲 覧 室 事 業 経 費

沖 縄 体 験 滞 在 交 流 促 進 事 業 関 係 経 費

亜 熱 帯 特 性 研 究 推 進 事 業 関 係 経 費

沖 縄 に お け る 赤 土 等 の 発 生 源 対 策 推 進 事 業

沖 縄 に お け る 就 農 支 援 方 策 調 査

美 ら 海 の 森 づ く り 推 進 調 査

都 市 排 水 循 環 利 用 検 討 調 査

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（単位：百万円、％） （単位：百万円、％）

●浦添市
　浦添運動公園

●渡名喜村
　渡名喜海岸防災林�
　造成事業

●知念村
　久高漁港海岸浸食対策事業

●南風原町
・ごみ処理施設整備事業、
　粗大ごみ処理施設整備事業�
・地域スポーツセンター
　（還元施設）の整備事業

●石垣市
　新石垣空港
　整備事業

・黒字は完成予定事業
・青字は新規事業

●久米島町
　県営かんがい排水事業
　カンジン地区

●宜野湾市
　牧港川水系宇地泊川�
　通常砂防事業

●沖縄市
　都市計画道路�
　胡屋泡瀬線

沖 縄 産 学 官 共 同 研 究 の 推 進

観 光 産 業 人 材 育 成 事 業

戦 略 的 研 究 者 ・ 専 門 家 育 成 支 援 事 業

特 別 自 由 貿 易 地 域 振 興 事 業

健 康 食 品 品 質 向 上 総 合 対 策 事 業

I T 新 事 業 創 出 体 制 強 化 事 業

沖 縄 新 大 学 院 大 学 関 連 経 費

ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト 事 業

I T 高 度 人 材 育 成 事 業 等

沖縄離島（美ら島）活性化特別事業費

離 島 ブ ロ ー ド バ ン ド 環 境 整 備 事 業

駐 留 軍 用 地 跡 地 利 用 対 策 関 連 経 費

大 規 模 駐 留 軍 用 地 跡 地 等 利 用 推 進 費

●勝連町
　平敷屋漁港地域水産物
　供給基盤整備事業

●平良市
　主要地方道　平良城辺線
　電線共同溝整備

●竹富町（黒島）
　廃棄物再生利用
　施設整備事業

●那覇市
・埋立処分地浸出水
　処理施設整備事業�
・国営沖縄記念公園
　首里城地区（琉球庭園）
・那覇市城東小学校の改築事業

●東風平町
　県営屋宜原団地

沖 縄 振 興 開 発 事 業 費 等

沖 縄 振 興 開 発 事 業 費 等1

沖 縄 振 興 計 画 推 進 ・ 評 価 調 査 費

沖縄における産業・科学技術振興関係経費

離 島 振 興 関 係 経 費

沖縄米軍基地所在市町村活性化特別事業費

沖 縄 北 部 特 別 振 興 対 策 事 業 費

沖縄特別振興対策調整費等（再掲分を含む）

そ の 他

基 本 的 政 策 企 画 立 案 等 経 費

沖 縄 体 験 滞 在 交 流 促 進 事 業 等 関 係 経 費4

沖 縄 振 興 開 発 金 融 公 庫 補 給 金5

沖 縄 振 興 特 別 交 付 金 （ 仮 称 ）

戦 後 処 理 経 費

2

3

●名護市
　金川線林道事業

●伊平屋村
　一般県道　田名野穂線

●伊是名島
　県営かんがい排水事業�
　伊是名東部地区
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平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
四
年
七
月
十
二
日
法
律
第
八
十
七
号
）
（
以
下
「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

と
い
う
。
）
の
本
格
施
行
と
同
時
に
、
道
路
運
送
車
両
法
の
新
し
い
抹
消
登

録
関
係
の
手
続
き
と
使
用
済
自
動
車
に
関
す
る
自
動
車
重
量
税
の
還
付
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【抹消登録制度の改正】

抹
消
登
録
制
度
の
改
正
・

自
動
車
重
量
税
還
付
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

12

34

還付申請情報の経由
●申請者情報　●振込先情報

●還付を受けようとする金額　●車両情報　等

●フロン類回収業者
●解体業者
●破砕業者

●申請者情報

●振込先情報

●�還付を受けようとする金額　等

還付申請
（永久抹消又は解体の届出と同時）

還付申請の受付

申請書等の確認

ＭＯＴＡＳ処理

申請書付表１の交付

（ディーラー等）

自動車重量税の還付手続きのフロー

7

9
2

1還付申請書付表１6

3

4

5

最終所有者引 取 業 者

運輸支局等

国税庁

情報管理センター

管轄還付申請情報8

税務署
MOTASセンター

使
用
済
自
動
車
の
解
体
に
係
る
永
久
抹

消
登
録
の
申
請
を
す
る
と
き
は
、
当
該

自
動
車
が
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
規

定
す
る
手
続
に
よ
り
解
体
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
動
車
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
所
有
者

が
輸
出
を
す
る
時
ま
で
に
輸
出
抹
消
仮

登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
当
該
自
動
車

の
輸
出
の
事
実
を
税
関
長
か
ら
確
認
し

た
と
き
に
輸
出
抹
消
登
録
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

一
時
抹
消
登
録
を
受
け
た
自
動
車
の
解

体
等
又
は
輸
出
に
つ
い
て
は
、
所
有
者

が
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
し
、
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
前
記
一
及
び
二
に
準
じ
た
手

続
き
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

使
用
済
自
動
車
が
適
正
に
解
体
さ
れ
、

解
体
を
事
由
と
す
る
永
久
抹
消
登
録
申

請
又
は
解
体
届
出
と
同
時
に
還
付
申
請

が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
車
検
の
有
効
期

間
の
残
存
期
間
に
対
応
す
る
重
量
税
額

の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
動
車
重
量
税
還
付

引
取
報
告

引
渡
報
告

引
取
報
告

引
渡
報
告

解
体
報
告
記
録

引
取
報
告
日

還付申請書付表１出力

還付申請書入力

●登録番号、車台番号、移動報告番号

●申請者情報�（氏名、住所、郵便番号、電話番号）

●振込先情報（金融機関名、支店名、口座種類、口座番号）等

●登録番号、車台番号、移動報告番号

●申請者情報�（氏名、住所、郵便番号、電話番号）

●振込先情報（金融機関名、支店名、口座種類、口座番号）等

解体

解体

輸出

解体抹消登録�（法第15条）

一時抹消後の車両の解体・輸出を
把握していない

運行
停止

一時
抹消登録
�（法第16条）

商品中古
自動車等
として
保有

中古新規

太線

細線

点線

処理を行政が確認等

運行停止の際の手続

処理の確認なし

改　正　前

解体

輸出

輸出

永久抹消登録�（法第15条）

輸出抹消登録�（法第15条の2）

届出
�（法第16条第5項）

解体
届出

�（法第16条第3項）

一時抹消後の車両の解体・輸出を
把握できる仕組みに改める

運行
停止
一時

抹消登録
�（法第16条）

商品中古
自動車等
として
保有

（長期間保有
の場合、車両
所在の確認）

中古新規

太線

細線

処理を行政が確認等

運行停止の際の手続

改　正　後

電子マニフェスト
情報で解体が

確認されている
ことが必要
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肉
用
牛
の
生
産
を
振
興
す
る
た
め
に
は
肉
用
牛
の
飼
料
と
な
る
牧
草
の
生
産

拡
大
や
飼
養
管
理
技
術
の
一
層
の
向
上
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
飼
料
増
産
推
進
に
関
す
る
講
演
会
を
平
成
十
三
年
度
か
ら
各
地

域
で
開
催
し
て
お
り
、
去
る
十
一
月
十
五
日
に
粟
国
村
で
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

January�2005January�2005

　
　
決
済
用
預
金
は
「
無
利
息
、
要
求
払
い
、
決
済
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
三
要
件
を

満
た
す
も
の
で
、
例
え
ば
、
当
座
預
金
や
利
息
の
つ

か
な
い
普
通
預
金
が
該
当
し
ま
す
。

　
　
対
象
と
な
っ
て
い
る
預
金
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

決
済
用
預
金
以
外
の
保
護
対
象
預
金
等
（
一
般
預
金

等
と
い
い
ま
す
。
）
は
一
金
融
機
関
一
人
当
た
り
、
合
算

し
て
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
等
（
定
期
積

金
の
給
付
補
て
ん
金
、
金
銭
信
託
に
お
け
る
収
益
の
分
配
等
を

含
み
ま
す
。
）
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
一
千
万
円
を
超
え
る
部
分
で
あ
っ
て
も

破
た
ん
し
た
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て

支
払
わ
れ
ま
す
（
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

Ｑ
４
及
び
Ｑ
６
参
照

　　
　
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
預
金
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
保
護
さ
れ
な
い
預
金
等
で
あ
っ
て
も
破
た
ん
し

た
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す

（
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）
。
Ｑ
５
参
照

　
　
一
般
預
金
等
は
一
金
融
機
関
ご
と
預
金
者
一
人

　
　
当
た
り
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
等
が

保
護
さ
れ
ま
す
が
、
破
た
ん
金
融
機
関
に
同
一
の
預

金
者
が
複
数
の
預
金
等
の
口
座
を
有
し
て
い
る
場

合
、
そ
れ
ら
を
合
算
し
て
、
預
金
保
険
で
保
護
さ
れ

る
預
金
等
の
総
額
（
付
保
預
金
額
と
い
い
ま
す
。
）
を
算

定
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
名
寄
せ
」
と
い
い
ま
す
。

　
預
金
者
の
皆
様
は
、
預
金
等
の
保
護
を
円
滑
に

行
う
た
め
に
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号

等
に
変
更
・
訂
正
が
あ
っ
た
場
合
に
は
速
や
か
に

各
金
融
機
関
に
お
申
出
下
さ
い
。

　

�

　
家
族
で
あ
っ
て
も
、
夫
婦
や
親
子
は
そ
れ
ぞ
れ

別
の
人
格
を
有
す
る
法
的
主
体
で
あ
る
た
め
、
そ

の
名
義
に
従
い
別
個
の
預
金
者
と
し
て
保
護
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
家
族
の
名
義
を
借
り
た

に
過
ぎ
な
い
預
金
等
は
、
他
人
名
義
預
金
と
し
て

保
険
の
対
象
外
と
な
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
の
場
合
、

個
人
事
業
用
の
預
金
は
、
同
一
人
の
預
金
等
と
し

て
合
算
さ
れ
ま
す
。

　
　

　
　
対
象
と
な
る
金
融
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
農
協
、
漁
協
、
水
産
加
工
協
等
の
系
統
金
融
機
関

は
、
別
途
、
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
制
度
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

決
済
用
預
金
は
ど
の
よ
う
な
預
金
で
す
か
？

預
金
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
預
金
等

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

預
金
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
預
金
等

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

◎預�金�等�保�護�の�範�囲

利息のつく普通預金・定期預金・定期
積金・元本補てんのある金銭信託（ビ
ッグなど）等

合算して元本1,000万円
までとその利息等を保
護

当座預金・利息のつかない普通預金等 全額保護（恒久措置）Q1
参照

預金等の分類 平成17年4月から

外貨預金、元本補てんのない金銭信託（ヒットなど）、金融
債（保護預り専用商品以外のもの）等

保護対象外
Q3参照

決済用預金

一般預金等

・
当
座
預
金
　
・
普
通
預
金
　

・
別
段
預
金
　
・
定
期
預
金

・
通
知
預
金
　
・
納
税
準
備
預
金

・
貯
蓄
預
金
　
・
定
期
積
金
　
・
掛
金

・
元
本
補
て
ん
契
約
の
あ
る
金
銭
信
託

　
（
ビ
ッ
グ
等
の
貸
付
信
託
を
含
む
）

・
金
融
債
（
ワ
イ
ド
等
の
保
護
預
り
専
用
商
品
に
限
る
）

・
右
記
を
用
い
た
積
立
・
財
形
貯
蓄
商
品
　

　
講
演
会
は
、
地
域
の
肉
用
牛
農
家
・

畜
産
関
係
者
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、

最
初
に
琉
球
大
学
農
学
部
の
川
本
康

博
教
授
か
ら
「
草
地
の
効
率
的
な
利

用
と
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
「
質
・
量

と
も
高
い
牧
草
の
生
産
方
法
や
良
質

の
発
酵
粗
飼
料
の
生
産
方
法
」
や
「
放

牧
の
す
す
め
（
牛
に
も
仕
事
を
し
て
も
ら
う
）
」

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
沖
縄
県
畜
産
試
験
場
の
玉

城
政
信
室
長
か
ら
「
肉
用
牛
経
営
」

に
つ
い
て
、
「
雌
牛
の
発
情
の
見
分
け

方
」
や
「
子
牛
の
え
さ
の
与
え
方
」

を
粟
国
村
に
お
け
る
肉
用
牛
の
飼
養

管
理
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

方
言
を
交
え
て
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
説

明
が
行
な
わ
れ
、
出
席
者
全
員
が
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
、
村
営
牧
場
に
場

所
を
移
し
て
、
実
際
に
牛
や
牧
草
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
牛
の
飼
養
管
理

や
牧
草
地
の
肥
培
管
理
等
に
つ
い
て

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
玉
城
室
長
か
ら
「
子
牛

の
段
階
で
栄
養
価
の
高
い
良
質
の
牧

草
を
十
分
に
与
え
な
い
と
成
長
に
必

要
な
栄
養
等
が
不
足
し
て
胴
回
り
（
胃
）

が
大
き
く
な
ら
ず
、
頭
で
っ
か
ち
で

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
牛
に
な
る
こ

と
」
、
「
敷
料
を
入
れ
す
ぎ
る
と
見
た

目
は
い
い
が
、
ふ
ん
尿
が
乾
燥
せ
ず

菌
が
発
生
し
や
す
い
状
態
と
な
り
、

そ
の
結
果
、
子
牛
が
下
痢
を
起
こ
し

や
す
い
状
況
に
な
る
」
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

川
本
教
授
か
ら
は
、
「
良
質
な
牧
草
づ

く
り
や
良
好
な
牧
草
地
の
管
理
方
法
」、

「
牧
草
の
生
育
状
況
か
ら
肉
用
牛
の
放

牧
適
期
や
収
穫
適
期
を
見
分
け
る
方

法
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
粟
国
村
は
こ
れ
ま
で
肉
用
牛
の
生

産
に
最
も
重
要
な
飼
料
基
盤
の
整
備

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
肉
用
牛
が
農
業
産
出
額

に
お
い
て
第
一
位
を
占
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

・
外
貨
預
金
　

・
他
人
、
架
空
名
義
預
金

・
譲
渡
性
預
金
　
・
オ
フ
シ
ョ
ア
預
金

・
日
本
銀
行
か
ら
の
預
金
（
国
庫
金
を
除
く
）

・
金
融
機
関
か
ら
の
預
金

　
（
確
定
拠
出
年
金
の
積
立
金
の
運
用
部
分
を
除
く
）

・
預
金
保
険
機
構
か
ら
の
預
金

・
無
記
名
預
金
　
・
導
入
預
金

・
元
本
補
て
ん
契
約
の
な
い
金
銭
信
託
（
ヒ
ッ
ト
等
）

・
金
融
債
（
保
護
預
り
専
用
商
品
以
外
の
も
の
）

※
詳
し
く
は
、
各
商
品
取
扱
い
の
金
融
機
関
に

　
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
名
寄
せ
」
と
は
な
ん
で
す
か
？

家
族
名
義
や
個
人
事
業
用
の
預
金
は
ど
の
よ

う
に
保
護
さ
れ
ま
す
か
？

預
金
保
険
制
度
の
対
象
と
な
る
金
融
機
関
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

川本�康博�教授

粟国村の草地

玉城�政信�室長

講演会の風景

現地検討会の風景

　
平
成
十
七
年
四
月
以
降
は
、
当
座
預
金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
は
「
決
済
用
預
金
」
と
し
て

全
額
保
護
さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息
の
つ
く
普
通
預
金
な
ど
は
、
一
金
融
機
関
に
つ
き
預
金
者
一
人

当
た
り
、
元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
等
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
預
金
が
「
決
済
用

預
金
」
に
該
当
す
る
か
等
の
詳
細
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
等
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
・
銀
行
（
日
本
国
内
に
本
店
の
あ
る
も
の
）

　
・
信
用
金
庫
　
・
信
用
組
合
　
・
労
働
金
庫

　
・
信
金
中
央
金
庫
　
・
労
働
金
庫
連
合
会

　
・
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合
会

※
右
記
金
融
機
関
の
海
外
支
店
、政
府
系
金
融
機
関
、

　
外
国
銀
行
の
在
日
支
店
は
預
金
保
険
制
度
の
対

　
象
外
で
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
金
融
監
督
課

…………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………

問
合
せ
先

T
E
L
　
０
９
８
（
８
６
２
）
１
９
４
４

（
詳
し
く
は
、
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構

　
　1
0
3
（
3
2
8
5
）
1
2
7
2
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
）
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背
　
景

1

January�2005January�2005

（
１
）
農
業
の
重
要
性

検
討
経
緯

2
（
１
）
現
況
調
査

（
２
）
農
家
の
意
識
調
査

（
３
）
対
策
の
検
討

（
４
）
目
標
復
原
年
代
の
設
定

（
５
）
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

（
２
）
サ
ン
ゴ
礁
の
重
要
性

石垣島の農地

八重山のサンゴ礁（沖縄奄美地区自然保護事務所提供）

…………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………

轟川流域　赤土流出危険度マップ（H15年 10月）

　
沖
縄
県
に
お
け
る
赤
土
流
出
対
策
初
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
轟
川
流
域
の
農
地
か

ら
流
出
す
る
赤
土
を
対
象
に
、
沖
縄
県
、
石
垣
市
等
関
係
機
関
が
、
削
減
目
標
を
定
め
て

計
画
的
に
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
赤
土
流
出
削
減
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
十
月
二
十
九
日
（
石
垣

市
大
浜
公
民
館
）
に
開
催
さ
れ
た
平
成
十
六
年
度
第
一
回
轟
川
流
域
農
地
赤
土
対
策
推
進

検
討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

��

　　
石
垣
島
に
お
い
て
は
、
土
地
改
良
事
業
に
よ
っ
て
農
地
の

土
地
基
盤
整
備
が
図
ら
れ
た
結
果
、
農
業
の
機
械
化
が
進
む

な
ど
農
業
生
産
が
活
発
化
し
、
平
成
十
四
年
の
農
業
産
出
額

は
総
額
で
一
〇
九
億
三
千
万
円
（
県
内
市
町
村
中
で
一
位
）

に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
農
業
生
産
の
基
幹
を
な
す
品
目
は
、

肉
用
牛
、
さ
と
う
き
び
、
葉
た
ば
こ
、
水
稲
、
パ
イ
ン
ア
ッ

プ
ル
等
土
地
利
用
型
の
品
目
が
中
心
で
、
不
利
と
言
わ
れ
る

離
島
で
の
農
業
経
営
を
、
大
規
模
化
に
よ
っ
て
効
率
を
高
め
、

農
産
物
価
格
が
低
迷
す
る
逆
風
の
中
を
生
き
抜
い
た
離
島
地

域
の
モ
デ
ル
と
も
言
え
る
よ
う
な
農
業
経
営
が
実
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
代
的
な
農
業
の
発
展
は
、
石
垣
市
の
経
済
を
支
え
て
き

た
反
面
、
未
整
備
の
ほ
場
も
含
め
て
、
農
地
か
ら
の
赤
土
流

出
量
が
増
加
し
、
水
路
や
川
を
伝
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
海
域
に
至

る
と
い
う
弊
害
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
美
し
い
沖
縄
の
自
然
景
観
の
中
で
も
、
透
明
な
海

に
光
を
た
た
え
た
サ
ン
ゴ
礁
は
、
観
光
産
業
を
支
え
る
重
要

な
要
素
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
八
重
山
の
サ
ン
ゴ
礁
は
、
表

面
的
な
美
し
さ
を
越
え
て
、
多
様
な
生
物
が
棲
息
す
る
重
要

な
生
態
系
で
、
造
礁
サ
ン
ゴ
だ
け
で
も
、
三
六
三
種
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
レ
ー

ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
全
体
の
三
三
〇
種
を
越
え
る
驚
異
的
な
多

様
性
を
示
す
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ン
ゴ
礁
の
基
盤
を

成
す
造
礁
サ
ン
ゴ
は
、
共
生
す
る
藻
類
の
光
合
成
生
産
物
に

頼
る
と
い
う
特
性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
光
を
透
過
す
る
透

明
な
海
が
損
な
わ
れ
る
と
、
生
活
の
糧
を
絶
た
れ
て
生
育
出

来
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
赤
土
が
堆
積
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
サ
ン
ゴ
の
窒
息
を
招
い
た
り
、
岩
盤
へ
の
幼
生
の
定
着

が
阻
害
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
赤
土
に
よ
る
海
の
汚
染

が
こ
の
ま
ま
進
み
続
け
る
と
、
世
界
的
に
貴
重
な
八
重
山
の

海
の
生
態
系
が
基
盤
か
ら
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
現
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
轟
川
流
域
を
一
筆
毎
に

区
切
り
、
土
壌
、
地
形
、
作
物
、
保
全
対
策
等
の
条
件
に
つ

い
て
調
査
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
係
数
化
し
て
、
降
水

量
の
デ
ー
タ
を
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省
で
開
発
さ
れ
た

Ｕ
Ｓ
Ｌ
Ｅ
式
で
筆
別
赤
土
流
出
量
を
推
定
、
赤
土
流
出
危
険

度
マ
ッ
プ
に
取
り
ま
と
め
ま
す
。
次
に
、
降
雨
時
に
現
地
に

出
向
き
、
赤
土
流
出
状
況
の
確
認
を
す
る
と
と
も
に
、
二
次

的
に
赤
土
流
出
が
起
き
て
い
る
場
所
の
確
認
を
し
ま
す
。
こ

の
、
現
況
調
査
結
果
か
ら
、
轟
川
流
域
か
ら
流
出
す
る
全
赤

土
流
出
量
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　　
現
況
調
査
で
耕
土
流
出
が
あ
っ
た
農
地
に
つ
い
て
所
有
農

家
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
約
７
割

の
農
家
が
自
分
の
畑
か
ら
の
耕
土
流
出
を
認
識
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五
十
五
％
の
農
家
が
、
何

ら
か
の
対
策
を
し
た
と
答
え
て
お
り
、
五
十
％
の
農
家
が
対

策
へ
の
効
果
を
認
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
農

家
の
意
識
と
し
て
は
、
む
し
ろ
赤
土
の
流
出
に
対
し
て
意
識

が
高
い
と
推
定
で
き
ま
す
。

　　
実
際
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
か
に
つ
い
て
、
上
記
農

家
の
対
策
等
を
も
と
に
、
植
生
帯
、
緑
肥
栽
培
等
そ
れ
ぞ
れ

の
対
策
別
に
赤
土
流
出
防
止
効
果
を
保
全
係
数
で
表
し
ま
す
。

係
数
は
、
沖
縄
県
衛
生
環
境
研
究
所
が
提
示
す
る
係
数
を
基

本
と
し
て
一
〜
0

の
間
で
決
定
さ
れ
、
赤
土
等
流
出
量
に

乗
じ
て
対
策
さ
れ
た
後
の
流
出
量
を
求
め
ま
す
（
保
全
対
策

な
し
は
一
、
完
全
に
留
め
ら
れ
た
ら
０
、
例
え
ば
植
生
帯
を

設
け
れ
ば
0
・
五
と
な
り
、
対
策
し
な
い
畑
の
半
分
と
い
う

計
算
を
行
い
ま
す
）
。
そ
の
他
、
地
形
対
策
に
つ
い
て
は
、

傾
斜
や
斜
面
長
等
の
修
正
、
作
物
対
策
に
つ
い
て
は
作
付
体

系
の
変
更
等
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
を
係
数
化
し
ま
す
。

　　
「
復
帰
直
後
は
海
が
健
全
で
あ
っ
た
」
と
い
う
聞
き
取
り

を
基
に
、
目
標
復
原
年
代
を
昭
和
四
十
八
年
に
設
定
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
頃
の
赤
土
流
出
量
を
航
空
写
真
等
か
ら
推
定

し
て
Ｕ
Ｓ
Ｌ
Ｅ
式
で
試
算
し
た
と
こ
ろ
上
記
現
況
赤
土
流
出

調
査
結
果
の
約
半
分
の
推
定
値
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
推
定

値
か
ら
、
目
標
は
、
今
の
流
出
量
の
「
半
分
」
と
定
め
、
そ

れ
に
よ
り
、
復
帰
直
後
の
海
を
復
原
す
る
と
い
う
計
画
を
は

じ
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
年
度
を
平
成
二
十
三
年
に
置
き
、
時
間
的
制
約
と
実

現
の
難
易
性
を
加
味
し
て
、
検
討
さ
れ
た
対
策
に
ラ
ン
ク
付

け
し
、
実
現
可
能
な
対
策
を
選
択
し
て
対
策
構
想
図
（
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
今
年
度
中
に

対
策
推
進
体
制
が
構
築
さ
れ
、
評
価
・
検
証
シ
ス
テ
ム
の
検

討
を
行
い
、
来
年
度
よ
り
具
体
的
に
動
き
出
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
個
々
に
実
施
さ
れ
て
き
た
赤
土
流

出
対
策
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
も
と
、
計
画
的
に
進
め
ら

れ
、
平
成
二
十
三
年
ま
で
に
、
昭
和
四
十
八
年
の
水
準
に
水

質
を
復
原
す
る
と
う
い
う
大
き
な
動
き
に
収
斂
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
関
係
機
関
が
一
層
連
携
を
強

化
し
、
地
元
農
家
等
に
よ
る
自
主
的
な
活
動
が
触
発
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

轟川

石垣市

植
生
帯
の
設
置

▲

緑
肥
の
栽
培

▲
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個
人
情
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概
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人
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事
業
者
の
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務

3

認
定
個
人
情
報
保
護
団
体

4

罰
　
則

5

ガ
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作
成
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（一）

（一）

（一）

（二）（三）

利
用
目
的
に
よ
る
制
限
等

（二）

適
正
な
取
得
、
正
確
性
の
確
保
、

安
全
管
理
措
置
等

（三）

第
三
者
提
供
の
制
限

（四）

本
人
の
関
与

（五）

苦
情
の
処
理

11 21 2

21 1

345

※
漏
え
い
時
の
被
害
・
事
業
の
性
質
・
リ
ス
ク

に
　
応
じ
た
、
必
要
か
つ
適
切
な
措
置
で
あ
る

こ
と
。

※
例
外
　
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
（
本
人
の
求
め
に
応

じ
　
て
提
供
を
停
止
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る

場
合
）

　
近
年
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
に
伴
い
、
官
民
を

通
じ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
し
て
大
量
の
個
人
情
報
が
処
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
個
人
情
報
の
取

扱
い
は
、
今
後
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
個
人
情
報
は
、
そ

の
性
質
上
い
っ
た
ん
誤
っ
た
取
扱
い
を
さ

れ
る
と
個
人
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
被

害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
実
際
、
企
業
か
ら
の
顧
客
情
報
の
流
失

や
個
人
情
報
の
売
買
事
件
が
多
発
し
て
お

り
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
不

安
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
誰
も
が
安

心
し
て
Ｉ
Ｔ
社
会
の
便
益
を
享
受
す
る
た

め
の
制
度
的
基
盤
と
し
て
、
平
成
十
五
年

五
月
三
十
日
に
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
公
布
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
法
律
に
お
け
る
民
間
の
事
業
者
（
個

人
情
報
取
扱
事
業
者
）
の
義
務
は
、
平
成

十
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
個
人
情
報
の
有
用
性

に
配
慮
し
つ
つ
、
個
人
の
権
利
利
益

を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
官
民
を
通
じ
た
基
本

法
の
部
分
と
、
民
間
の
事
業
者
に
対

す
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
ル
ー
ル

の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
民
間
の
事
業
者
の

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
て
共
通

す
る
必
要
最
小
限
の
ル
ー
ル
を
定
め

て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
の
仕
組
み
は
、

事
業
者
が
、
各
省
庁
等
が
策
定
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
即
し
て
、
事
業
等

の
分
野
の
実
情
に
応
じ
、
自
律
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義
務
は
、
大

き
く
分
け
る
と
次
の
（
一
）
〜
（
五
）
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

利
用
目
的
を
で
き
る
限
り
特
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
（
第
十
五
条
）

利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
を
超
え

て
取
り
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
。（
第
十
六
条
）

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
取
得

し
て
は
な
ら
な
い
。
（
第
十
七
条
）

取
得
し
た
と
き
は
利
用
目
的
を
通
知
又

は
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
第
十
八

条
）

正
確
か
つ
最
新
の
内
容
に
保
つ
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
第
十
九
条
）

安
全
管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
第
二
十
条
）�

従
業
者
・
委
託
先
に
対
し
必
要
な
監
督

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
第
二
十

一
、
二
十
二
条
）

本
人
の
同
意
を
得
ず
に
第
三
者
に
提
供

し
て
は
な
ら
な
い
。
（
第
二
十
三
条
）

利
用
目
的
等
を
本
人
の
知
り
得
る
状
態

に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
第
二
十
四
条
）

本
人
の
求
め
に
応
じ
て
保
有
個
人
デ
ー

タ
を
開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止
等
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
第
二
十
五
条
〜
第

二
十
七
条
）

苦
情
の
適
切
か
つ
迅
速
な
処
理
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
第
三
十
一
条
）

　
認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
制
度
の
目
的

は
、
事
業
者
に
よ
る
苦
情
処
理
の
取
組
み

を
補
完
し
、
苦
情
の
自
主
的
な
解
決
を
図

る
た
め
、
主
務
大
臣
が
民
間
の
団
体
（
事

業
者
団
体
等
）
を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
業
務
に
つ
い
て
消
費
者
か
ら
の
信
頼

を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
認
定
団
体
は
、
対
象
事
業
者
の
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
関
す
る
苦
情
の
処
理
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
作
成
・
公
表
、
対
象
事

業
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
の
業
務
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
主
務
大
臣

に
申
請
を
行
い
、
一
定
の
基
準
を
満
た
せ

ば
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
人
か
ら
の
苦
情
は
、
事
業
者
自
身
に

よ
る
苦
情
処
理
や
、
地
方
公
共
団
体
に
よ

る
苦
情
あ
っ
せ
ん
等
に
よ
り
解
決
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
解
決

が
図
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
本
人
は

裁
判
手
続
き
に
よ
り
解
決
を
図
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
義
務

規
定
に
違
反
し
、
不
適
切
な
個
人
情
報
の

取
扱
い
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
事
業

を
所
管
す
る
主
務
大
臣
が
、
必
要
に
応
じ

て
、
事
業
者
に
対
し
勧
告
、
命
令
等
の
措

置
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
事
業
者

が
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
罰
則

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
で
は
、
所
管
業
種
に
お
け

る
個
人
情
報
保
護
法
の
適
用
を
ま
と
め
た

「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
に
つ
い
て
の
経
済
産
業

分
野
を
対
象
と
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
企
業
が
対
応
を
行

う
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
、

分
か
り
や
す
い
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
特
徴
・

性
格
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

�

　　
基
本
方
針
及
び
個
人
情
報

保
護
法
第
八
条
に
基
づ
き
、

経
済
産
業
省
所
管
の
事
業
者

等
が
個
人
情
報
の
適
正
な
取

扱
い
を
確
保
す
る
た
め
に
行

う
取
組
み
を
支
援
す
る
た
め
の
具
体
的
指

針
と
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。�

　
個
人
情
報
保
護
法
に
関
す
る
対
応
を
行

う
に
際
し
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
持
て

る
よ
う
、
参
考
事
例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。�

�
�

�

事
例
に
つ
い
て
は
、
法
の
ル
ー
ル
に
適
合

し
て
い
る
例
と
違
反
し
て
い
る
例
の
双
方

に
つ
い
て
記
述
し
、
事
業
者
が
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
え
ば
良
い
の
か
分

か
る
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
経
済
産
業
省
所
管
の
事
業
者
等
が
、
個

人
情
報
保
護
法
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

全
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
従

業
員
の
個
人
情
報
に
関
す
る
部
分
も
記
述

し
て
い
ま
す
。
従
業
員
の
個
人
情
報
の
取

扱
い
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大

臣
と
経
済
産
業
大
臣
の
共
同
で
作
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
「
勧
告
」
・
「
命
令
」
及
び
「
緊
急
命
令
」

に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
、

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
「
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
明
記
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
た
か
否
か
を
基
に
判
断

し
て
行
う
こ
と
と
し
、
行
政
の
透
明
性
の

確
保
を
図
り
ま
し
た
。

事
業
者
の
取
組
み
を
支

援
す
る
た
め
の
具
体
的

指
針

（三）

従
業
員
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

つ
い
て

（四）

行
政
の
透
明
性
の
確
保

（二）

具
体
的
な
事
例
を
掲
載

「平成16年度�情報モラル啓発セミナー」
の開催について

日　　時

場　　所

定　　員

問い合わせ先

平成17年2月10日（木）13:00～17:30

沖縄コンベンションセンター

500名　参加料無料（定員になり次第締め切ります）

沖縄総合事務局経済産業部産業課

：

：

：

：

経済産業省では、下記日程により個人情報保護に関するセミナーを

開催しますので、是非ご参加下さい。

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………

セミナー開催のご案内

個人情報保護法制の

体系イメージ

罰則フロー図

（出典：内閣府国民生活局資料、経済産業省資料）

:
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道
路
行
政
に
お
い
て
は
、
高
速
道
路
の
料
金
所
に
お
け
る
渋
滞
緩
和
、
解
消
を
図

る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

January�2005January�2005

※
１�

日
プ
ラ

（
本
社
　
香
川
県
）
は
、
水
族
館
で
使
用
さ
れ
る
水
槽
用
ア

ク
リ
ル
パ
ネ
ル
の
製
造
に
お
い
て
最
先
端
の
技
術
を
持
ち
、
同
技
術
を
用
い

て
製
造
し
た
世
界
一
大
き
な
ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
が
、
国
営
沖
縄
記
念
公
園
の

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
社
は
平
成
十
六
年

特
別
自
由
貿
易
地
域
（
具
志
川
市
）
に
沖
縄
工
場
を
立
地
し
て
い
ま
す
。

※
２�

「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
沖
縄
」
と
は
、
沖
縄
県
が
作
成
し
た
日
本
最
大
の
地

域
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
、
文
化
資
産
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
沖
縄
の
自

然
や
独
特
の
風
土
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
含
め
た

観
光
情
報
に
も
利
用
で
き
る
新
し
い
沖
縄
の
情
報
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

伝統的工芸品産地概要

「伝統的工芸品の振興に関する法律」に基づき経済産業大臣が指定をした伝統的工芸品

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
の
促
進
に
つ
い
て

　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
率
（
料
金
所
に
お
け
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
車
の
割

合
）
は
、
平
成
十
六
年
九
月
末
現
在
全
国
平
均
で
二
十
一
・
二

％
で
す
（
平
成
十
六
年
十
二
月
九
日
現
在
の
速
報
で
は
二
十

五
・
二
％
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
）
。
地
域
別
に
み
る
と
、
関

東
・
東
海
地
区
が
高
く
、
九
州
・
東
北
地
区
が
低
く
沖
縄
は
全

国
最
下
位
で
す
。

　　
今
後
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
が
進
め
ば
、
建
設
・
管
理
コ
ス
ト
の
削

減
が
可
能
な
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
の
導
入

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
を
倍
増
し
、
利
便
性

の
向
上
、
既
存
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
渋
滞
緩
和
等
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
沖
縄
に
お
い
て
は
、「
平
成
十
六
年
度
道
路
行
政
の
業
績
計

画
書
」
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
度
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
率
（
目
標

値
）
を
、
平
成
十
五
年
度
全
国
平
均
値
で
あ
る
十
六
％
に
し
て

い
ま
す
。
平
成
十
六
年
九
月
末
現
在
二
・
０
％
と
厳
し
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
料
金
割
引
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
目

標
達
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

久米島紬

宮古上布

読谷山花織

読谷山ミンサー

壺屋焼

琉球絣

首里織

琉球びんがた

琉球漆器

与那国織

喜如嘉の芭蕉布

八重山上布

八重山ミンサー

久米島紬事業協同組合

宮古織物事業協同組合

読谷山花織事業協同組合

読谷山花織事業協同組合

壺屋陶器事業協同組合

琉球絣事業協同組合

那覇伝統織物事業協同組合

琉球びんがた事業協同組合

琉球漆器事業協同組合

与那国町伝統織物協同組合

喜如嘉芭蕉布事業協同組合

石垣市織物事業協同組合

竹富町織物事業協同組合

久米島町

平良市

読谷村

読谷村

那覇市･読谷村

南風原町

那覇市･西原町

那覇市･宜野湾市

那覇市･浦添市

与那国町

大宜味村

石垣市・竹富町

竹富町・石垣市

着尺､帯地

着尺

着尺､帯地

ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｰ

食器･壷

着尺､帯地

着尺､帯地

着尺､帯地

盆､椀

着尺､帯地

着尺

着尺､帯地

着尺､のれん

S50.2.17

S50.2.17

S51.6.�2

S51.6.�2

S51.6.�2

S58.4.27

S58.4.27

S59.5.31

S61.3.12

S62.4.18

S63.6.�9

H元�.4.11

H元�.4.11

指定品目名 組　合　名 製造される主な地域 主たる用途 指定年月

ETC�の利用状況（西原IC）

伝統的工芸品を使ったテーブルコーディネイト

ＥＴＣ利用率（％）

1
位
神
奈
川
県

2
位
東
京
都

3
位
埼
玉
県

4
位
静
岡
県

5
位
千
葉
県

43
位
宮
崎
県

44
位
鹿
児
島
県

45
位
北
海
道

46
位
長
崎
県

47
位
沖
縄
県

全
国
平
均

25.0

26.0
25.3 25.0 24.6

24.5

11.0

9.5 9.2

7.1

2.0

21.2

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

平成16年9月末現在

……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………

インテリアトレンドショー
沖縄の伝統工芸品を用いた生活文化の提案

　
平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
の
四
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
）
に
お
い

て
、
イ
ン
テ
リ
ア
ト
レ
ン
ド
シ
ョ
ー
第
二
十
三
回
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
二
〇
〇
四
（
主
催
　
　�

イ
ン
テ
リ

ア
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ス
協
会
）
が
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
『
明

日
の
イ
ン
テ
リ
ア
「
日
本
の
暮
ら
し
の
リ
モ
デ
リ
ン

グ
」
二
〇
〇
四
』
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
ト
レ
ン
ド
シ
ョ
ー
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
フ
ァ
ブ
リ

ッ
ク
ス
（
カ
ー
テ
ン
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
床
材
等
）
を
主
体

と
し
た
居
住
空
間
の
国
内
最
大
の
イ
ン
テ
リ
ア
国
際

見
本
市
で
、
多
様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
し
、

日
本
独
自
の
感
性
と
視
点
を
通
し
て
豊
か
で
魅
力
あ

る
く
ら
し
の
創
造
を
提
案
・
発
信
す
る
も
の
で
、『
新

都
市
生
活
提
案
「
わ
」
和
・
輪
・
環
』
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に

海
外
十
八
カ
国
か
ら
の
参
加
企
業
も
含
め
て
三
七
四

団
体
が
出
展
し
て
お
り
、
開
会
式
に
は
ご
来
賓
と
し

て
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
、
平
田
耕
一
経
済
産
業
大
臣

政
務
官
が
ご
出
席

さ
れ
、
開
催
期
間
中

約
二
万
八
千
人
が

会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
か
ら
は
伝

統
的
工
芸
品
月
間

推
進
沖
縄
地
区
協

議
会
、沖
縄
県
、（
財
）

沖
縄
県
工
芸
振
興

セ
ン
タ
ー
が
テ
ー

マ
展
示
コ
ー
ナ
ー「
新

し
き
伝
統
」
に
お
い

て
、「
満
天
の
星
空

の
下
で
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
」
を
テ
ー
マ
に

沖
縄
の
伝
統
的
工
芸
品
十
三
品
目
を
用
い
た
生
活
提

案
を
行
い
、
併
せ
て
、
豊
見
城
市
ウ
ー
ジ
染
め
協
同
組

合
（
豊
見
城
市
）
、
琉
球
ガ
ラ
ス
工
芸
協
業
組
合
（
糸
満

市
）
も
最
新
の
商
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、沖
縄
コ
ー
ナ
ー
で
は
、日
プ
ラ

（
※
1
）（
具

志
川
市
）
が
次
世
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
ス
ク
リ
ー

ン
に
よ
り
沖
縄
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ

ｅ
ｒ
沖
縄
（
※
2
）
」
を
放
映
し
た
外
、
個
別
展
示
ブ
ー

ス
で
は
、
白
と
青
を
基
調
と
し
た
立
体
的
な
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
等
八
重
山
ミ
ン
サ
ー
織
り
の
新
し
い
ス
タ
イ

ル
を
提
案
し
た

あ
ざ
み
屋
（
石
垣
市
）
が
、
そ
の
出

展
内
容
を
高
く
評
価
さ
れ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
シ
ョ
ー
で

最
優
秀
賞
の
あ
る
ブ
ー
ス
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
が

ご
視
察
さ
れ
、
担
当
者
に
お
話
を
お
聞
き
に
な
ら
れ

た
外
、
開
催
期
間
中
四
千
六
百
人
が
訪
れ
る
な
ど
、
来

場
者
か
ら
の
関
心
も
高
く
、
沖
縄
の
魅
力
を
多
く
の

人
に
紹
介
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
　
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
支
援
に
よ
り
、
沖
縄
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
天
咲

（
て
ぃ
ん
し
ゃ
）
」
も
出
演
し
（
開
催
初
日
に
三
ス
テ
ー

ジ
を
行
い
ま
し
た
。
）
、
琉
装
を
基
調
と
し
た
衣
装
で

様
々
な
沖
縄
民
謡
を
中
心
と
し
た
歌
を
披
露
し
、
音

楽
文
化
を
届
け
る
な
ど
沖
縄
の
生
活
文
化
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
の
現
状

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
導
入

平
成
十
六
年
度
の
目
標

ＥＴＣ利用率

：
 

：

Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
車
に
新
し
い

料
金
割
引
制
度
が
登
場

　
日
本
道
路
公
団
で
は
、
高
速
道
路
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
走

行
す
る
車
両
を
対
象
に
、
新
し
い
料
金
割
引
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
基
本
と
な
る
割
引
は
、
利

用
実
績
に
応
じ
た
割
引
（
二
種
類
）
と
利
用
時
間
帯
に

応
じ
た
割
引
（
三
種
類
※
沖
縄
で
は
二
種
類
が
利
用

可
能
）
で
す
。
利
用
時
間
帯
に
応
じ
た
割
引
と
利
用
実

績
に
応
じ
た
割
引
を
重
複
適
用
さ
せ
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
ま
た
、
各
料
金
割
引
制
度
に
は
、
料
金
還
元
の

特
典
（
台
数
限
定
）
も
あ
り
ま
す
。

（社）

（財）
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　大量の輸送需要が発生し、輸送機関等

に人流・物流が集中する年末年始は、ひ

とたび事故等が発生した場合には大きな

被害となることが予想されます。

　このため、陸・海にわたる輸送機関等

について、自主点検等を通じた安全性の

向上を図るとともに、輸送安全等に対す

る意識の高揚を図ることを目的として、「年

末年始の輸送等に関する安全総点検」を

平成16年 12月 10日～平成17年 1月 10

日まで実施しました。

　沖縄総合事務局運輸部では、総点検が

所期の目的を達成することができるよう、

㈰飲酒運転、居眠り運転等を防止するた

めの体制整備状況、㈪自然災害、事故等

発生時に乗客等の安全を確保するための

体制整備状況、㈫テロ防止のための警戒

体制及び発生時の通報・連絡・指示体制

の整備状況を重点点検事項としました。

　具体的には、モノレール、バス、タク

シー及びトラック事業者等陸上交通関係、

旅客定期航路事業者等船舶関係、政府登

録ホテル等宿泊施設関係及び第一種旅行

業者に対して適切な点検を行うよう指導

するほか、期間内に職員による立入検査

を行い、点検において発見された不備事

項については、早急な改善を指示・指導

しました。

　「沖縄の道路」写真コンテストは、

道路の果たすいろいろな役割を県民

の皆様に理解して頂き、併せて道路

愛護思想の普及を図ることを目的に、

開発建設部が主催し、平成４年度に

第１回コンテストを実施し、今回で

第13回を数え、応募者も第１回は30

名 74 作品でしたが、今回は 166 名

404作品の応募がありました。

　去る10月 22日に沖縄県写真協会会

長外７名の審査員による審査会が行

われ、厳正な審査の結果、最優秀・

優秀・佳作などの入賞作品 25点を選

出しました。　そのうち佳作以上の

12作品は 2005年道路カレンダーの各

月に掲載されています。

　表彰式は、当局渡口潔次長をはじめ、

佳作以上の入賞者及び審査員など関

係者が出席し、12 月 1 日にかりゆし

アーバンリゾート那覇において開催

され、渡口次長の主催者挨拶の後、

入賞者へ表彰状及び記念品が授与され、

続いて沖縄県写真協会の安里盛昭会

長より作品１点毎に写真の構図や露

出など詳細な講評が行われ、入賞者

をはじめ参加者全員が熱心に聞き入

っていました。

　また、表彰式終了後、道の駅許田（12/13

～ 12/17）、県庁１階（12/20～ 12/24）

において入賞作品展示会も開催され

ました。

運 　 輸 　 部 開 発 建 設 部 開 発 建 設 部
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　経済産業部では、中心市街地活性化につ

いての普及啓発を図るため、平成 14 年度

から県内各地で中心市街地活性化シンポジ

ウムを開催しています。

　今年度は、去る11月 20日に、名護市の

程順則公園予定地において、「海にひらか

れたまちづくり」のテーマでシンポジウム

を開催しました。シンポジウムでは基調講

演や先進事例紹介、パネルディスカッショ

ンを行い、その中で名護市中心市街地の活

性化方策について意見が交わされました。

　はじめに「地域が賑わうということ」と

題して基調講演を行った兵庫県立大学環境

人間学部の中沢孝夫教授は、まちづくりに

ついて、やる気のあるものの結集と、まち

のスポットをつくっていくことが必要であ

ると強調しました。

　また、「街に理念を！」と題して青森市

の事例紹介を行った青森新町商店振興組合

常務理事の加藤博氏は、明確なビジョンと

行政や各種団体との連携、小さな成功の積

み重ねが重要であると訴えました。

　引き続き行われたパネルディスカッショ

ンでは、「名護湾の利活用と地域資源を活

かしたまちなか観光の展開」と題して、地

元代表の東江司氏や比嘉ゑみ子氏ら６人の

パネリストが地元に魅力あるまちづくりと

観光客の呼びおこし等について活発な議論

を展開しました。

　当日は、本シンポジウムにあわせて名護

市による共催事業が開催されたこともあり、

予想を超える聴衆が会場周辺を埋め尽くし、

名護市のまちづくりに対する関心の高さが

窺えるシンポジウムとなりました。

　中心市街地の活性化は、行政と地元市民

が一体となったまちづくりが重要であり、

今後の名護市と市民組織「名護ワイワイ百

年夢会議」等によるまちづくりが期待され

ています。

　11月 11日（木）～14日（日）、「第9

回沖縄ウッディグランドフェア」が沖縄

市のプラザハウスで開催されました。

　沖縄県内には地域材を利用して木工品

を製作する工房等が多く、木工技術の向

上や木工品の需要拡大を図ることは、沖

縄の林業・木材産業を振興する上でも大

きな意義があります。

　このフェアは、作品コンペの開催によ

り製作技術の向上を図るとともに、広く

県産木工品の良さをアピールして県民の

木製品への愛着と理解を深め、県内木製

品産業の振興を図るため、沖縄総合事務

局等が後援して開催しています。

　初日のオープニングセレモニーでは、

当局秋本農林水産部長が「湿潤な我が国

の気候に適した素材として昔から私たち

の生活に関わってきた木材の利用の推進

を図り、安らぎのある生活空間を創造す

るとともに、木材利用の推進を通じた森

林の整備を進め、地球温暖化防止にも取

り組んでいく必要があり、関係者の一層

のご活躍に期待したい。」と祝辞を述べ

ました。

経 済 産 業 部 農 林 水 産 部 財 　 務 　 部

「名護市中心市街地活性化

シンポジウム」の開催

平成16年度

年末年始の輸送等に

関する安全総点検の実施

第13回「沖縄の道路」写真

コンテスト表彰式を開催

やんばる河川・海岸の

自然再生を推進

　財務部では、去る12月 3日、那覇

市内において「第20回財務行政モニ

ター会議」を開催しました。

　この会議は、財務省及び金融庁の

施策を中心としたテーマについて、

財務行政モニターから意見や提言等

をいただくことを主な目的として開

催しており、県内各界各層の５名の方々

に対して委嘱しています。

　会議においては、冒頭、坂本財務

部長の挨拶の後、当局から今回のテ

ーマである「財政と税制の現状と課題」

の概要を説明し、続いてモニターの方々

よりそれぞれの立場から、「財政赤字

削減のための方策」、「社会保障等の

行政サービスの水準と負担のあり方」、

「個人所得税の基幹税としての機能回

復」、「所得税のあり方」などに関す

る貴重な意見･提言が出されました。

　モニターの方々が日頃感じている

問題点など、数多くの意見等をいた

だき、有意義な会議となりました。

　モニターからいただいた意見等に

ついては、財務省に報告し、今後の

施策等に活用されることになります。

第20回財務行政

モニター会議を開催

ウッディグランドフェア

開催される

 

　開発建設部河川課では、11月 27日に第

3回目の「やんばる河川・海岸自然再生協

議会」を開催しました。

　本協議会は、平成 16年 6月、開発建設

部河川課、沖縄県河川課、リュウキュウ

アユを蘇生させる会の 3 者が呼びかけ人

となって設立したもので、市民、NPO、専

門家など一般公募委員48名の他、関係す

る地方公共団体、国の機関19名の合計67

人の委員で構成されています。自然再生

推進法に基づく全国で 6 番目の協議会で

あり、沖縄県では初めての設立となります。

今後、自然再生全体構想策定及び自然再

生事業実施計画策定の協議など、やんば

るの河川・海岸の自然再生に係る様々な

協議及び実践活動を行なっていくことに

なります。

　なお、本協議会は、やんばるの河川・

海岸の自然再生について、民と官が一緒

になって計画を策定するものであり、KJ

法を活用するなど合意形成に向けた新た

な試みを行なっているところです。

やんばる河川・海岸自然再生協議会ＨＰ

み　ち

み　�ち

全体会議

グループ会議

http://www.dc.ogb.go.jp/Kyoku/information/
yanbarusizen/sizennsaiseitop/sizensaiseitop.htm
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公
正
取
引
室
　
行

住

所

氏

名

・

ふ

り

が

な

年

齢

・

性

別

電

話

番

号

（表面） （裏面）

�●職業

�　（例：会社員，専業主婦，パート等）

�●各種モニター経験の有無

�●家族構成（同居家族）

�　　　／続柄，年齢，職業

�　（例：夫40会社員　子9小学生）

�●最寄りのバス停名

�　（○○線□□バス停）

�●自宅から上記バス停までの

�　所要時間（例：徒歩△△分）

�●応募理由（150～ 200字程度）

　公正取引室では、公正取引委員会の消費者行政に一般消費者の意見を反映させるため、また、公正取

引委員会の仕事に消費者の立場から協力していただくため、平成17年度の消費者モニターを募集してい

ます。

　消費者モニターになられた方には、年２回の研修会への出席、公正取引委員会が行う調査への協力、

独占禁止法や景品表示法に違反すると思われる情報の公正取引委員会への提供、公正取引委員会が行う

消費者行政に関する意見や要望の提出などの仕事をしていただきますが、これらの仕事

を行っていただく際に、専門的な知識や特別な資格は一切必要ありません。一般の

消費者の方であれば、どなたでも御協力いただける内容の仕事です。公正取引委

員会が行う業務や消費者行政に関心のある方は、どうぞお気軽に御応募ください。

　なお，平成17年度の募集要領は下記のとおりです。

●応募資格

●募集人員

●任　　期

●謝　　礼

●交�通�費�

●応募方法

●応募締切

●問い合せ先

●電　　話

●選考結果

沖縄県内に居住する20歳以上の消

費者

全国で900名（予定）

平成17年4月から平成18年3月まで

の１年間

6千円（上限）

当方が負担します(研修会)

官製はがきにて（右例参照）�

平成17年2月11日（金）

（締切日当日消印有効）

沖縄総合事務局総務部公正取引室

098-863-2243

「消費者モニター」になっていただ

く方には、平成17年４月上旬ころ

に通知いたします。採用されなか

った方には連絡いたしません。あ

らかじめ御了承くだい。�

20January�2005
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那
覇
市
前
島
２
ー
21
ー
13

応募先 　〒900-8530　�那覇市前島2－21－ 13　　沖縄総合事務局総務部公正取引室

予算内示後、稲嶺沖縄県知事と会談する小池大臣（12月20日）

財務大臣折衝後の記者会見に臨む小池大臣（12月22日）

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
昨
年
十
二
月
二
十
四
日
に
、
平

成
十
七
年
度
政
府
予
算
案
が
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
内
閣
府
沖
縄

担
当
部
局
予
算
に
お
い
て
は
、
自

立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
た
産
業

の
振
興
の
た
め
の
事
業
や
、
沖
縄

特
別
振
興
対
策
調
整
費
な
ど
各
般

の
事
業
に
つ
い
て
総
額
二
千
八
百

三
十
三
億
二
千
百
万
円
を
確
保
し

ま
し
た
。

　
特
に
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学
（
仮
称
）
設
立
構
想
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
年
末
の
関
係
閣
僚
会

合
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
沖

縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
（
仮

称
）
を
平
成
十
七
年
九
月
に
設
立

す
る
こ
と
な
ど
、
構
想
の
一
層
の

推
進
に
つ
い
て
申
し
合
わ
せ
が
な

さ
れ
、
十
七
年
度
は
構
想
の
実
現

に
向
け
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
の
年

と
な
る
べ
く
、
事
業
の
推
進
に
十

分
な
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
復
活
折
衝
に
お
い
て
も
、
沖
縄

離
島
（
美
ら
島
）
活
性
化
特
別
事

業
に
係
る
四
億
円
の
満
額
復
活
が

認
め
ら
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
環
境

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
充
実
し
た

内
容
の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
位
一
体
の
改
革
に
伴

い
交
付
金
化
さ
れ
た
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
一
括
計
上
方
式
を
継
続

す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
廃
止
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
補
助
金
に
つ

い
て
も
、
沖
縄
振
興
の
た
め
の
特

別
の
交
付
金
を
創
設
す
る
な
ど
、

沖
縄
振
興
計
画
の
推
進
に
支
障
が

生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要
な

措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
十
二
月
二
十
二
日
、
谷
垣
財
務

大
臣
と
復
活
折
衝
に
臨
ん
だ
小
池

沖
縄
担
当
大
臣
は
、
折
衝
後
の
記

者
会
見
に
お
い
て
、
「
平
成
十
七
年

度
は
、
沖
縄
振
興
計
画
の
四
年
目

に
当
た
り
、
第
二
次
分
野
別
計
画

の
初
年
度
に
当
た
る
な
ど
、
自
立

型
経
済
の
構
築

に
向
け
た
効
果

的
取
組
を
よ
り

一
層
強
化
し
、

沖
縄
振
興
計
画

を
着
実
に
推
進

し
て
い
く
上
で
、

大
変
重
要
な
年

度
。
こ
う
し
た

中
で
、
科
学
技

術
大
学
院
大
学

関
連
予
算
や
三

位
一
体
改
革
に

係
る
対
応
の
ほ

か
、
各
般
の
施

策
に
つ
い
て
、

所
要
額
を
確
保
で
き
た
。
大
変
厳

し
い
予
算
編
成
だ
っ
た
が
、
沖
縄

振
興
の
重
要
性
を
関
係
方
面
に
ず
っ

と
説
い
て
き
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

今
回
こ
の
よ
う
な
形
で
お
認
め
い

た
だ
い
た
と
思
う
。
政
策
課
題
に

対
応
し
た
沖
縄
振
興
策
の
力
強
い

推
進
が
こ
れ
に
よ
り
可
能
に
な
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
引

き
続
き
沖
縄
の
優
位
性
や
地
域
特

性
を
活
か
し
た
各
般
の
産
業
の
振

興
に
向
け
て
、
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
た
い
」
。
と
述
べ
ま
し
た
。

　
平
成
十
七
年
が
沖
縄
の
新
た
な

る
発
展
に
向
け
て
大
き
く
飛
躍
す

る
一
年
と
な
る
よ
う
、
内
閣
府
一

体
と
な
り
、
関
係
省
庁
、
沖
縄
県
、

地
元
市
町
村
と
連
携
し
つ
つ
取
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

世界最大級の国際会議　2005年 4 月沖縄にて開催

米州開発銀行（IDB）/

米州投資公社（IIC）沖縄総会

詳しくは、こちらのホームページをご覧ください

「第46回米州開発銀行（IDB）年次総会�沖縄開催実行委員会」

http://www.idb-okinawa2005.jp

「第46回米州開発銀行（IDB）年次総会�沖縄開催実行委員会」

http://www.idb-okinawa2005.jp

開催期間：平成17年4月10日～12日
会場：沖縄コンベンションセンター�




